










( 6 ) 普通ポルトランドセメントを使用したコンクリートよりもア

ルカリ溶出性が低い。

( 7 ) 実施工において，人工石材，成型ブロックともに既存材料と

比べ，取り扱いに遜色はない。

( 8 ) 大規模施工による海水への影響は認められない。

( 9 ) コンクリートよりも生物付着性に優れる。

以上のことより，鉄鋼スラグ水和固化体は無筋ブロック系の港湾

構造物への適用が可能であると考えられる。また，仮に溶銑予備処

理スラグを 100万 t/y 使用し，鉄鋼スラグ水和固化体をコンクリー

ト代替として製造した場合，天然骨材の使用量削減には

1 410千 t/y，CO2 排出量削減には 118千 t/y の寄与が可能となる。

このように製鋼スラグ水和固化体「フェロフォーム」の使用によ

る環境保全への寄与は大きく，今後さらに積極的な使用拡大を働き

かけていきたい。

本研究を進めるにあたり，ご助言，ご協力いただきました（独）

港湾空港技術研究所構造部材料研究室の濱田秀則室長をはじめ研究

室の皆様，および付着生物の同定にご尽力をいただきました産業技

術総合研究所四国センター（当時川崎製鉄技術研究所客員研究員）

の Dr. Kanavillil Nandakumar に謝意を表します。
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